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長崎県の造船業

佐世保重工業株式会社
（艦艇・巡視船）

株式会社大島造船所
（ばら積み貨物船・
環境対応船）

三菱重工業株式会社
（艦艇）

○造船業は、長崎県の経済をけん引し、雇用を支える重要な基幹産業。

○海上輸送を担う商船、艦艇・巡視船、鋼製漁船・漁業取締船、環境対応船に加え、浮体式洋上風力
など幅広い分野での取り組みが進められている。

○経済・防衛の両面から日本の安全保障に貢献。 重要な役割を担う存在。
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◎本県の状況

▸ 製造品出荷額
輸送用機械関連がトップ

▸ 製造品従事者数
輸送用機械関連が２位

写真はNR(Nagasaki Reader）より抜粋



魅力発信の取組
○造船業の維持・成長を支える人材の確保・育成が重要。

○学生、保護者など、広く県民に県内企業を紹介。継続的に造船業を特集。

○造船所の技術、現場で活躍する若い人材等の紹介を通じ、魅力を発信。

＜就活と進学の情報紙（NR)＞

「NR」（Nagasaki Reader）の特集号と
して年５回発行。令和元年１１月、スタート

○造船業は、これまで５回特集

R2年９月 「どっこい元気な造船業」

R３年7月 「造船の原点 × 長崎の原点」

R5年７月 「好いとるばい造船業」

R６年7月 「造船新時代」

R6年９月 「造船」

○発行部数 ２２万部

○主な配布先
▸ 高校生全員（約4万部）

▸ 各大学・高専・専門学校

▸ 自治会を通じ、各世帯へ回覧

造船業の
魅力を発信
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人材確保に向けた取組
○造船業の維持・成長を支える人材の確保・育成が重要。

○昨年度、大島造船所と連携協定。

○県内造船所、関係市町と連携し、日本中小型造船工業会にもご協力いただき、造船所見学会を実施。

●造船所見学会の様子●造船所見学会の様子

18校、645名が参加してくれました！

昨年度は、造船所主催の見学会も実施されました。

県において、保護者の方に
企業を見学いただき、県内
企業の魅力を改めて発見い
ただくバスツアーも開催

●保護者向け企業見学会
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長崎県造船振興連絡会議
○造船業の維持・成長を支える人材の確保・育成が重要。

○造船人材の確保に向け、関連企業、県内大学・工業高校、国・県・関係市が連携。

○昨年、取り組んだ見学会を継続しつつ、国や県外大学と連携した造船業のPRなど、新たな強化策を検討。

●造船関連製造品出荷額（上位5県）
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単位：億円

長崎県造船振興連絡会議 「長崎県造船振興連絡会議開催の様子



今後の取組
○今回の「造船振興連絡会議」を核に、産学官の連携を深め、さらに取り組みを充実。

○国に御協力いただき、こうした取組を含めた本県の造船業を全国に情報発信。他県とも連携しなが
ら、我が国の造船業を盛り上げていきたい。

●令和６年度の県の取組
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●令和７年度は、小学生の見学会にワークショップ的要素を取り入れ、取組を深めたり、

令和８年度に向け、中学生・高校生を対象とした、体験学習的見学や企業の授業への参画

などを検討していく。

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

魅力発信

人材確保

造船所見学会

(4校、86名)

NR：造船新時代

情報交換会

(大学・企業(６社))

NR：造船 造船所見学会

(4校、131名)

造船所見学会

(9校、390名)
造船所見学会

(1校、38名)

保護者向け

企業見学会
(1社)

企業見学会

(3社)
企業見学会

（バスツアー）
(2社)

交流会

（大学・企業(4社))

オンライン就職フェア

(3社)

企業説明会

(3社)


